
事事例例 22--22--44：：PPLLネネッットトワワーーククササーービビスス株株式式会会社社  

「「出出資資とと融融資資をを組組みみ合合わわせせたた資資金金調調達達にによよりり大大型型のの設設備備投投資資をを実実現現しし、、業業容容拡拡大大にに

取取りり組組むむ企企業業」」  

・所在地：埼玉県吉川市 ・従業員数：104名 ・資本金：5,000万円 

・事業内容：運輸に附帯するサービス業 

 

青青果果物物にに特特化化ししたた物物流流ネネッットトワワーーククをを構構築築  

 PLネットワークサービス株式会社は、1995年に創業した青果物に特化した物流を担う企業である。スーパーマ

ーケットなどの荷主から預かった青果物を倉庫から店舗へ送る配送業務に加え、倉庫における洗浄、冷凍、追熟加

工、パッケージ梱包といった処理も一貫して請け負う。本来、スーパーマーケットなどが自社で運営する物流部分

を、第三者が代わって運営する３PL（サードパーティーロジスティクス）といわれる業態である。青果物は輸入品

も多いことから、同社は通関業務も手掛けており、「商品が日本に入った時点からお店に届けるまで全てを請け負

うことで、荷主のコストを大きく圧縮してきた」と、中山智貴社長は自信を見せる。 

出出資資とと融融資資をを組組みみ合合わわせせたた資資金金調調達達にによよりり、、大大型型設設備備投投資資をを実実現現  

 顧客企業にとって極めて重要な物流部門を受託するという同社の性質上、資本政策の独立性・安定性は不可欠

との考えから、財務基盤を強化し対外的な信用力を高め、外部の目を取り入れた経営が有効と判断。2023年２月、

中小企業の自己資本の充実とその健全な成長発展を支援する政策実施機関である東京中小企業投資育成株式会社

（以下、投資育成）の出資を受け、資本金を 900万円から 5,000万円に増やし信用力を高めた。 

また、同社は関東圏全域に配送網を構築していたが、当時本社としていた埼玉県三郷市の物流拠点だけでは受

注増に対応できなくなっていた。青果物３PL のリーディングカンパニーとなるべく、物流拠点の新設を構想、数

年にわたり経営幹部同士で議論を深め、投資育成の担当者との壁打ち議論を重ねることで説得的な事業計画を策

定し、金融機関の理解を得ることに成功。日頃から金融機関と密にコミュニケーションを取り信頼関係を構築し

たことも奏効し、総額 20億円を無担保で調達、2023年 10月に埼玉県吉川市に新たな物流拠点となる本社・首都

圏事業本部を開所した。倉庫のキャパシティ拡大や冷凍・追熟設備の充実により、能力が大きく向上した。投資育

成から出資を受けたことについて、「外部株主の受入れには当初不安もあったが、当社に寄り添って支援してくれ

ており、今では非常に心強い存在。出資を受けたことで成長に向けたギアが上がった」と中山社長は語る。 

業業容容拡拡大大にに向向けけ、、更更ななるるガガババナナンンスス強強化化をを図図るる  

 物流拠点の新設により、売上高は約 28億円（2023年２月期決算）から約 41億円（2024年２月期決算）へ増加、

翌期は約 55億円（2025年２月期決算）と、更なる増加を見込む。今後は、他社のコンサルティングを請け負うこ

となどを通じ、流通システムを現在の関東１都６県から全国に広げることで更なる業容拡大を目指すほか、大手

企業との取引拡大も見据えて投資育成の支援も受けながらガバナンス構築・強化の取組も進めていく方針だ。 

今後の経営方針について、「取引先のガバナンス体制について、大手企業を中心に関心が高まっている。業容拡

大に向けた設備投資を継続しつつ、内部統制の充実を図っていきたい。また、人材への投資は重要であり、人材を

資本の一部と捉え、従業員のスキルアップや労働環境の改善、賃上げを進めていきたい」と中山社長は語る。 

   
中山智貴社長 吉川市に新設した物流拠点 青果のパッケージ梱包作業 
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